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地球化学課10年のあゆみ

今からおよそ10年前正睦には11年前五工ng…伽

が米国地質調査所における地球化学的仕事を紹介して

いるGeochim.etCosmochim.Acta5(1954).その

文は次のような書き出しで始っていた.｢およそ10年

ほど前米国地質調査所では米国の地質学に関係のあ

る物理学的および化学的研究を行なうための委員会を設

立した.多くの地質学的柱仕事は化学および物理学

の基本的在研究により進歩していくからである.その

基本分野は今日ではもちろん地球化学分光学核物

理その他を含んでいる｣それ以前に米国地質調査所で

行なわれたH皿1ebrand(1907)C1arke(1924)らの偉

大在化学的および地球化学的研究は全く個人の独自の立

場より行なわれたものであった.上記の委員会の尭恩

後地球化学的研究および編集は地質調査所の仕事と

して行なわれ著しく進展したというのである.この

報文は今日読みなおしてみても多くの教訓と示唆にみち

ている.そしてこの報文カミ約10年前わが国の地質調

査所に地球化学課を生み出す大きな原動力と狂ったので

ある.そして今目前者と全く同じ書き出しで｢およ

そ10年ほど前わカミ国の地質調査所に地球化学的研究部

門カミ設立された｣と語るとき筆者らはたいへんな光栄

を感ずると共に時の流れの偉大さに不思議な感銘をうけ

るのである.

�

発足当時のことがらはつい昨日のような気もするし

また10年ひとむかしとも思えるのである.10年とい

う月目は日本の経済を奇跡的に復興させ科学技術の進

展は人々の生活や思想すら変えてしまっていることは確

かである.そして時がたつにつれ人々の記憶は次第に

うすらいでゆく.正確に過去をたどることはきわめて

むずかしいことである.しかし幸いなことに当課に

は発足以来続いてきた日誌がある.みん底が自由にい

ろんなことを書きつけてきた.その頁をめくるとき

過去がふと生々とよみがえってくる.これは課と人間

の記録在のだすでに亡くなった人去った人の筆跡も

ある､奇抜な傑作やかくれたエピソｰドよろこびゃ

悲しみもある.これは地球化学課10年の歩みそのもの

といえる.そしてこの日誌は課員の大きな成果とも

資産ともいえる.いつの時代でも歴史ほどいろいろな

ことを教えてくれるものはたい.そしてその事実の記

録こそ貴重なものなのである.幸いないことに地質調

査所の地球化学部門の歴史的概観図はすでに明確にI章

で述べられている.ここではそれと重複しないようこ

こ10年の印象記をつづってみよう.

今考えてみるとごく当然と思われる地球化学課の設

立も実際の段となると保守性を尊ぶ一部の人々のかな

りの抵抗をうけたのは当然のことである.ここに地球

化学課設立のため若き情熱をぶつけた高橋清が登場する.

上記のE.Ingersonの報文は地質調査所資料として翻

訳され(高橋清･安藤原訳昭30年)新部門の設立の重

要性を説明する有力な手段となった吾同氏のやや強引

ともいえる運動と先見の明ある兼手勝所長の英断によっ

て地球化学課は昭和30叙0暁螂に同年8月1属

の目付にさかのぼって発足し花自兼子勝紀はその後の

長v'在職期間中絶克ず同部門の発凝のため努力をして

いただいた.兼手勝は地球化学生みの親といえる.

藤原健二を初代課長として課長以下牧真一1高橋

清1砂川一郎1比留川貫1安藤原1米谷宏1小室澄子

の篇名平均年令27才をいう若い学令構成をもった地球

化学課秘ここに生れた｡初代課長藤原億一はお天

気博金で有溶麟原映平樽土O畔央気象台長)の長男で

誹…常終偶性的な人であった｡たいへんなサムライであ

ったのである.当時の神奈川新聞の人物地図欄による�
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策予勝元地質調査所長藤原健一前地球化学課長

と｢かのお天気博士咲平の息子ひょろ長い風態に何か

ヒョウ然としたところがあるが頭がずぱぬけてよいと･

の評判で部下の面倒もよくみる.目下実験室の整備

に専念しているカミその頭脳のひらめくところ何がも

のされるか期待は大きい｣とある.この信望の厚い課

長を中心として最初のi年は新しい課づくりが行なわれ

た.本島公司･石和田靖章･大津秀夫･野沢保･金井

光明らの各部課から集った兼務者と共に夜遅くまで熱心

に新しい課づくりと研究課題に対する討論が重ねられて

いった.当時は日本の大学や研究機関は未だ戦争の

荒廃と戦後の混乱からじゅうぶん立ちなおっておらず

新設課には測定器らしいものとしては高橋清のうす

暗い部屋に中型の石英分光器が一台あったのみであった.

この分光器がしぱらくの間大活躍をしたのであった.

この装置は現在北海道の支所にある.10年の間に分

光分析室は2度もつくり直されJaco3.4m亘bert型

回折格子分光器から現在は40フォトマノレの直読式デ

ィジタル分光分析装置まで備えられるとは全く夢にも思

っていなかったのである.当時は職場で加配米の配給

があり兵隊の服を着ている者が少なくなかった.私

初期の分光分析室

(19工ろ～ユ960)

最初の一年は研究と共に多くの雑用が襲いかかってきた

ので目のまわるような忙しさであった.しかし課員

が若かったので特攻的な仕事にもじゅうぶん耐乏られた

のではないかと思う.みんなが青春期にあったためそ

こには青春の生活や詩があった.みんな気違いのよう

にテニスをしそしてよく飲んだ.自由ケ丘の金田とい

う店はわれわれのたまり場であった.テニスをしては

金団で飲んだ.そして悪童どもカ…付近のバｰをのし歩

V･たものである｡遂に忘年会では10人で1斗の酒を

飲んでしまった｡金田は当課の出居時の拠点として記

憶に残るところである.しかしわれわれが名課長のも

とですっかり安心しきっている中に課長は次第に健康

を害しつつあった.そして32年1月1日課長宅を

訪れた高橋清･倉沢一の目前で課長は胃セン孔によ

り急死してしまった.これは課員一同に大震駁を与え

た.急に頼みの網が切れ暗やみに入った気持がし

た.藤原健一の死去は課員のみならず所員一同に･

大きなショックを与えた.期待され逸才は急に去って

いったのであった(藤原健一追悼録は昭和35年に出た).

の近所に住んでおられた飯田汲事前物探部

長の家にはテレビがあったので同氏は名士

扱いを受けてい花時代想った圭

藤原課長は病弱の身にもかかわらず化学

系出身背の多かった課員に鋤質学の講議をし

予算の獲得紀は特異の才能を発揮して困難

な時代紀もかかわらず新い･路線が敷かれて

いった,翌級年遂月には新卒の碩母神司

郎(伊藤と改姓)北大より温象学の塞住正

抵添入り慧らに7月ばは教育大惨土課程

を終免た好青年倉沢…が加わっ花宮それ

ぽ実験補助貴の加藤東城彦1岩瀬春江を加え

総勢13名となり同年の終り頃にはどうやら課

らLいかっこうがついてきたのであった.

発足当時のメンバｰ�
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最遊の課のメンバｰ

これで地球化学課の第1期は終った.当時いろいろ

とご鶴力をいただいた名大･小穴教授､企画課長･小

林勇物探部長･佐藤光之助らの顔がこの時期と共に

うかぶのである.しかし間もなく次第にみんなは各

自藤原課長のひいてくれた路線の上に自己を見出して

いった.レｰノレに乗っだ課は未知の運命にむかって静

かにすべり出して行った.そして9月本島公司が

石油課より2代目地球化学課長として着任した.この

ころよりそろそろ研究成果が出始めた.砂川は黄鉄

鉱の晶相変化の研究をまとめ位相差顕微鏡による鉱物

の表面構造の研究を始めていた.高橋･大津･安藤

(厚)･伊藤らによる硫化鉱物鎮床の地球化学的研究も軌

道に乗り出しぼう大な資料を集め始め倉沢らによる

北酉九州玄武岩の研究も始っている.新しく着任した

本島を中心として牧･比留川･米谷らによる堆積物の地.

球化学(水･ガス･有機物を含む)一方年代測定や同

位元素の地球化学的研究の準備が室住によって行なわれ

ほとんど現在当課で行なってv'る研究活動がこの時

期に芽生えているのに驚くのである.研究課題の実施

にあたっては必ず各分野の研究者カミ何名か集まって総

合性を発簿できるよう注意カミはらわれていた.

の研究⑳淀め濠ンドンヘと渡った｡慈らに同位元素

の地球化学的研究陣を&あのえ為ため安藤直行か化学

課より併任あな･ηた｡このようにして地球化学課の第

二期は急速溶研究設備の流実と動期より始めた研究の

逐次の成果をも彪らした血柴田は帰国後K･A雲法によ

る隼代測定鐘置を組み免て今や婁台賢の質量分析計と

取りくんでいる｡当課の調査用ジｰプはヘリウム調査

の抽かけで簑育を恋り3碑ばは当所で地球化学討論会

秘ひらかれた,温線の研究で多大の成果を齢げた室住

は蜜商工大教授紀栄転し3瞬には砂川に名誉ある地質

学会賞が鉱物の表面構造の研究に対して贈られ3蝉紀

砂州のもとでドクタｰ1鴛一スを終免た小松啓(教育大)

は現在トランスキｰのところにいる.当課で卒論を

行在った平林･中島(横浜国大)修論の実習にきた磯

村(東北大)などの顔は記憶に新しい38年には安藤直行

が入課し3940年にはそれぞれ後藤吉之遠藤祐二が

入った.地球化学課に関係して学位をとった人々は

本島酬11高橋室住安藤(厚)小松の6名にの

ぼる.

本島課長は38年エカフェ主催の極東地域の地化探ゼミ

ナｰル参加のためバンコックヘさらに40年8月には

』同じく国連主催の地球化学ゼミナｰル出席のためモス

クワヘ行った.海外の学者との交流もさかんになりつ

つある1本島課長は急速な設備投資と成果の第2期

において諾研究の管理とくに同位元素の地球化学に

ついては大いにカを入れまた諸学会との連げいにつ

いても大きな努力をはらってきた.その結果当課はこ

れから円熟期をむかえるように思える.このあたりで

地質調査所の地球化学部門も学会におV'て1人前にお仲

間入りできると思う.今までは野外でめ天然物での研

究が多かった.次には室内実験を主体とする基礎的な

研究および理論的な研究を発展させる必要がある.

33年!月1貝砂川は位相差顕微鏡をさげてロンド

ン大学のトランスキｰのもとに成果のある旅に出発した.

一方がなりき､幼くつ怒った調査所の予算も31年が.

ら始まったウラン調査のおかげでかなり余裕をみせ始

め4月に加｡o跳er定型回折格子分光器カミ入り王1月に

は現在6会もあるガスタ潔ダトグラフ装置の五号籍が入

りさらに翌34年度には㎞時は困難視されたこともある

待望の質量分析計の購入が決定しだ､このため拠年

3月柴嗣賢が看油課より入課し年代測定の研究会が発

見したそして翌36年砂州加'ツラツとロンドン

より帰り海外の新風を課内記吹慧こむのと引きかえ紀

婚約発表をした凄かりの柴岡がK-Arによる年代測定

夏0年員のここで再び着いエネルギｰの力をかり新

しい分野の開拓に心秘けねばなら恋い.それらが1体

と扱ってこそ凄らに当課獄発展することであろう古こ

れ秘期待慈れる策3期である.あと工0年たったらどう

なるで鉦るうかそれは期待された未知数である｡蜘年

後われわれの中の誰か秘再びザおよ刊｡年程前にJ

という書き出しで請る圏が楽しみである生新しい試み

は大いにしてみるべきだというの淋勅れわれの体験であ

る｡砂州淡イｰギジスより持ち帰ったそ一二ング1デ

ィスカシ灘ンで将来について大い紀語りあっているよ

う紀われわれの前には地球のみならず宇宙が果てし

なく広がっているのだ｡�


